
1 栄村 社協だより

地域福祉のために、相談員、介護職員、調理、地域福祉のために、相談員、介護職員、調理、
げたばきヘルパーなど、総勢 55名の職員が活躍していますげたばきヘルパーなど、総勢 55名の職員が活躍しています

新体制で新体制で
　スタートします!　スタートします!
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こ
の
た
び
、
４
月
４
日
付
け
を
も
ち

ま
し
て
栄
村
社
会
福
祉
協
議
会
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　

３
月
末
ま
で
は
、
栄
村
役
場
職
員
と

し
て
勤
務
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の

度
経
験
の
な
い
職
責
を
担
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
未

熟
な
身
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
精
一
杯
努

力
し
て
参
り
ま
す
の
で
何
卒
ご
支
援
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
栄
村
社
会
福
祉
協
議
会
が

昭
和
56
年
１
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら

38
年
目
、
加
え
て
「
栄
村
高
齢
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に
移
転
し
、
３
年
目

を
迎
え
る
年
と
な
り
、
基
盤
づ
く
り
の

「
ホ
ッ
プ
」、目
標
の
具
体
化
を
図
る
「
ス

テ
ッ
プ
」
か
ら
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目

指
す
「
ジ
ャ
ン
プ
」
の
年
と
し
て
位
置

付
け
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
事
業
基
本
目
標
は
、

〇
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
住
民
と

協
働
し
、
地
域
福
祉
及
び
日
常
生
活

支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
、
安
心
の

村
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

〇
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
、
居
宅
介
護

支
援
等
の
各
サ
ー
ビ
ス
を
一
層
向
上

さ
せ
、
利
用
者
、
介
護
従
事
者
が
共

に
充
実
す
る
在
宅
福
祉
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

〇
今
後
本
格
化
す
る
「
地
域
共
生
社
会

の
実
現
」
推
進
に
お
い
て
、
行
政
担
当

課
と
連
携
し
制
度
設
計
を
行
う
と
共

に
、
住
民
の
支
え
合
い
を
支
援
し
て
現

代
社
会
の
課
題
解
決
に
努
め
ま
す
。

　

以
上
三
つ
の
目
標
を
遂
行
す
る
た
め

に
、
各
種
事
業
の
展
開
に
職
員
一
同
精

一
杯
尽
力
し
て
参
る
所
存
で
す
。

　

社
協
の
事
業
内
容
等
に
つ
い
て
は
、

「
社
協
だ
よ
り
」「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で

紹
介
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
不
明
な
点

や
心
配
ご
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

遠
慮
な
く
ご
相
談
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

新
会
長
就
任
の
ご
挨
拶	

藤
木
　
博
吉

　
地
域
に
根
差
し
た
福
祉
の
推
進
に
向
け
て
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人件費
120,251

事業費（総務・地域福祉）
3,928

事業費（福祉サービス）
22,407

事務費（総務・地域福祉）
8,491

事務費
（福祉サービス）
25,839

補助金費
370

負担金費
364 予備費

6,000

14%

5%

12%

2%
66%

積立資産費
560

支出合計
188,210

収入合計
188,210

寄附金
10

補助金
64,261

受託金
49,182

共同募金
配分金
336

介護保険事業
66,768

障害福祉
サービス事業

900

受取利息
配当金
1

会費
550

35%

前期末未払
資金残高
6,000

3%

26%

34%

その他の収入
202

今回の対戦でひと際注目を
集めた親子対決。同点とな
りデュースまでもつれこむ
大接戦が繰り広げられ、見
ていた他の参加者の盛り上
がりも最高潮となりまし
た。この一戦を制した福原
和人さんがその勢いのまま
勝ち上がり第２回大会の優
勝を収めました。

雪の固さや不安定な
足元に苦労しながら
も徐々に慣れていっ
た様子でした。「村民
の方のお役にたてて
よかった」という感想
が多く聞かれました。

地域
福祉

ボラン
ティア

社協
事業

今
年
も
開
催
・
大
盛
況
！

平
成
最
後
の
秋
山
卓
球
交
流
会

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

今
年
も
高
齢
者
世
帯
を
訪
問

「
見
守
り
」
で
地
域
福
祉
を
強
固
に

　
　
　
　
　
　
平
成
31
年
度
社
協
予
算
に
つ
い
て

　
平
成
31
（
令
和
元
）
年
度
の
社
協
の
事
業
計
画
案
及
び

収
支
予
算
案
が
３
月
４
日
の
理
事
会
、
３
月
28
日
の
評
議

員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
４
日
の

理
事
会
に
お
い
て
理
事
の
中
か
ら
藤
木
博
吉
氏
が
新
会
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
下
図
の
収
支
予
算
に
基

づ
い
て
、
新
会
長
の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
、
社
協
で
は
『
見
守
り
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
お
り
ま
す
。
現
在
社
協
が

担
っ
て
い
る
介
護
保
険
分
野
、
地
域
福
祉
分
野
の
事
業
、

両
方
に
お
い
て
全
村
的
な
見
守
り
を
念
頭
に
取
り
組
み
、

全
村
民
が
自
ら
の
力
を
発
揮
し
て
、
地
域
に
お
い
て
何
か

し
ら
の
役
割
を
持
っ
て
、
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
を
住
民
の
皆
様
と
と
も
に
促
進
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
見
守
り
の
重
要
性
や
将
来
的
な

展
望
を
持
つ
持
続
可
能
な
見
守
り
体
制
の
構
築
を
考
え
、

日
本
一
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
目
指
し
、
役
場

や
地
域
住
民
、
地
域
団
体
の
方
と
協
力
し
、
村
民
の
活
動

を
支
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
も
開
催
し
た
秋
山
で
の
卓
球
交
流
会
が
平
成
最

後
と
銘
打
っ
て
２
月
25
日
に
高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

２
階
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
白
熱
し
た
戦
い
の
中
に
笑
い

と
驚
愕
の
プ
レ
ー
も
あ
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
施
設
を
地
域
の
皆
様
と
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
2
0
1
1
年
の
震
災
後
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
る

㈱
協
和
様
（
本
社
東
京
都
）
に
今
年

も
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
合
計

３
日
間
の
活
動
で
、
村
の
除
雪
救
助

員
と
連
携
し
て
、
高
齢
者
世
帯
の
家

ま
わ
り
の
排
雪
作
業
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
活
動
し
た
家
の

住
民
の
方
と
も
交
流
し
て
い
た
だ
き
、

冬
の
栄
村
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
体
感

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
継

続
し
て
活
動
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

収入
単位：千円 単位：千円

平成 29年度実績をもとに委託料等の見直しのた
め村と協議を行いました。介護保険事業の利用者
も安定してご利用いただいております。

社協事業に関わる 50名以上の人件費等の待遇面
についても改善をしながら、村内の福祉人材の確
保・育成も念頭に予算編成をしております。

支出

現在国が推進する『地域共生社
会の実現』も地域で見守り、誰
もが生きがいを感じて暮らして
いくことが目標です。社協では
『地域共生』の推進に向けた取
り組みの一環として、住民向け
の講演会等を企画し、地域住民
の誰もが暮らしやすい村づくり
の実現に向けて、地域の皆様と
取り組んでいきます。
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登録ヘルパー（げたばきヘルパー）の状況
平成28年3月 平成31年3月

登録者数 78人 54人
2 級以上  ※ 1 55 人 45 人

3　　　級 23 人 9 人
70 歳以上 20 人 11 人

活動中  ※2 23 人 22人
訪 問 介 護 10 人 10 人
通 所 介 護 13 人 12 人
安 否 確 認 9 人 11 人
配　　　食 4 人 3 人

※1　2級には「介護職員初任者研修」修了者も含みます
※2　活動中の内訳は兼務されている方もいます

地域
福祉

　
豪
雪
地
で
訪
問
介
護
や
安
否
確
認
が
で
き
る

体
制
を
整
え
よ
う
と
、
平
成
12
年
に
村
独
自
の

「
げ
た
ば
き
ヘ
ル
パ
ー
」
制
度
は
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
百
人
を
超
え
る
方
が
資
格
を
取
得
し

て
活
躍
。
こ
の
先
進
的
な
取
り
組
み
は
全
国
的

に
注
目
さ
れ
、
今
も
視
察
希
望
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
20
年
近
く
を
経
て
、
多
く
の
方
が

活
動
か
ら
離
れ
、
あ
る
い
は
ご
高
齢
を
理
由
に

引
退
さ
れ
ま
し
た
。
現
役
世
代
に
は
専
業
に

な
っ
た
方
も
い
て
、
登
録
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
現

在
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
は
22
名
に
ま
で
減
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
75
歳
以
上
だ
け
の
世
帯
は
増

加
の
一
途
。「
ち
ょ
っ
と
様
子
を
見
る
」見
守
り
、

生
活
支
援
の
必
要
性
が
よ
り
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
社
協
で
は
、
各
集
落
で
活
躍
し
て
い

た
だ
け
る
「
登
録
ヘ
ル
パ
ー
」
さ
ん
を
募
っ
て

い
ま
す
。
安
否
確
認
や
一
般
介
護
予
防
の
行
事

な
ど
の
業
務
は
、
資
格
を
お
持
ち
で
な
く
と
も

携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
資
格
取
得
支
援
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

地域共生社会の実現に不可欠な「げたばきヘルパー」制度
住民どうしの支え合いで「日本一安心できる村」にしよう

ご都合やご希望に応じてさまざまな活躍が可能です
●ホームヘルプサービス（訪問介護員）
　介護保険法、または障害者総合支援法にもとづく訪問介護員として
身体介護、あるいは生活援助を行っていただきます。訪問先と訪問日
はご都合を伺いながら月ごとに調整して、当日は直接訪問先に向かっ
ていただけます。原則として、お住いの周辺をご担当いただくので運
転ができない方でも可能です。遠方集落担当の場合は、移動手当が
支払われます。※ヘルパー２級、介護職員初任者研修以上の資格が必要です。
●デイサービス（通所介護職員）
　栄村高齢者総合福祉センター（森）、または栄村高齢者生きがい
センター（小赤沢）で介護職員として、利用者様の見守りから介助、
介護まで、ご経験やスキルに応じた役割をご担当いただきます。勤
務日、時間はご都合を伺いながら月ごとに調整できます。
●地域見守り事業（安否確認）
　栄村地域福祉サービスとして、個別訪問による安否確認を行いま
す。原則として同一、ないしは近隣集落の方を週 1回程度訪問し、
ご様子を確認してご報告をいただきます。
●配食サービス（食事の配達と安否確認）
　村地域福祉サービスとして、配食サービス利用者宅にお弁当をお
持ちし、併せて安否確認を行います。原則として、午後 3時頃に栄
村高齢者総合福祉センター、栄村高齢者生きがいセンターにお越し
いただき、社協の車両を使って複数の契約世帯を訪問します。
●一般介護予防事業（施設や公民館での健康長寿づくり／地域支え合い）
　一般介護予防事業は、介護を必要としない生活を維持するために、
体操やレクリエーションを行うものです。栄村高齢者総合福祉セン
ターや各地区公民館で行われる「いきいきサロン」や「お茶会」、「食
事会」などの開催に関わっていただき、地域支え合いを推進します。
●業務従事中の研修や勉強会
　介護や福祉に関する研修、勉強会に参加していただきます。平時
からの準備と学習が、非常時や助けを必要とする際に役立ちます。

5 月 26日（14:00 － 15:00）高齢者総合福祉センター１階にて登録ヘルパー説明会を開催します。
地域の支え合いに関心がある方、誰かの役に立ちたい方、お気軽にご参加ください。

住
み
慣
れ
た
自
宅
で
ず
っ
と
暮
ら

せ
る
「
在
宅
介
護
」
を
担
う
の
が

資
格
を
持
つ
ヘ
ル
パ
ー
で
す
。

公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
男
性
向
け

料
理
教
室
の
様
子
。
健
康
長
寿
こ

そ
地
域
活
性
に
つ
な
が
り
ま
す
。

広
い
村
で
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

す
る
た
め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
力
も
借
り
て
い
ま
す
。

１
人
暮
ら
し
の
方
が
気
遣
い
な
く

見
守
り
を
受
け
ら
れ
る
、
地
域
に

無
く
て
は
な
ら
な
い
制
度
で
す
。

ホームヘルプ

配　食

安否確認

地域支え合い
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地域おこし協力隊地域おこし協力隊 大塚幸一の大塚幸一の 地域福祉サポーター地域福祉サポーター 活動
レポート
活動
レポート

FILE

　　　　行事予定表

編
集
後
記

栄
村
　
社
協
だ
よ
り

令
和

元
年

５
月

８
日

発
行

 ／
 社

会
福

祉
法

人
　

　
 　

 栄
村

社
会

福
祉

協
議

会
　

〒
3

8
9

-2
7

0
2

　
長

野
県

下
水

内
郡

栄
村

大
字

北
信

3
6

0
1

-5
TEL.0

2
6

9
-8

7
-3

4
5

0
　

FA
X

.0
2

6
9

-8
7

-3
4

5
5

E-m
ail sakae_fukushi@

m
iy.janis.or.jp　

H
om

eP
age http://sakae-syakyo.jp/

第
087

号

4

５月から
７月

この「社協だより」は、みなさまからの赤い羽根共同募金により、発行しています。

第 6回第 6回
ボランティアセンターボランティアセンター

コレも
社協!?

　

私
が
栄
村
に
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
て

か
ら
早
く
も
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
身
体
や
生
活
機
能
の
維
持
・
向

上
を
目
的
と
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
、
三

頁
に
も
あ
る
高
齢
者
世
帯
へ
お
弁
当
を
お

届
け
す
る
「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」
の
業
務
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
様
々
な
業
務
で
地

域
の
繋
が
り
を
実
感
し
ま
し
た
が
、
特
に

強
く
感
じ
た
の
は
「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」
で

し
た
。
一回
に
十
軒
程
度
の
御
宅
へ
安
否
確

認
も
兼
ね
て
お
弁
当
を
お
届
け
し
て
い
ま

す
が
、
利
用
者
様
の
声
に
耳
を
傾
け
る
中

で
地
域
の
実
情
に
つ
い
て
率
直
な
話
が
聞

こ
え
て
く
る
の
で
、
参
考
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
利
用
者
様
に
寄
り
添
っ
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
共
に

活
動
さ
れ
る
方
も
増
え
て
ほ
し
い
で
す
。

調理師の方が利用者のことを思い真調理師の方が利用者のことを思い真
心こめてお弁当を作っています。個数心こめてお弁当を作っています。個数
の間違いがあると利用者様に迷惑をの間違いがあると利用者様に迷惑を
かけてしまいますので、出発前には検かけてしまいますので、出発前には検
品等の確認を慎重に行っています。品等の確認を慎重に行っています。

協
力
隊
着
任
３
年
目
を
迎
え
て

協
力
隊
着
任
３
年
目
を
迎
え
て

配
食
が
担
う
地
域
の
繋
が
り

配
食
が
担
う
地
域
の
繋
が
り

　

新
た
な
会
長
を
迎
え
て
平
成
31
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
事
務
局
長
も
変
わ
り
、
心
新
た
に
新
体

制
の
下
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
今
月
か
ら
は
30
年

と
少
し
続
い
た『
平
成
』が
終
わ
り
、新
た
な
元
号『
令

和
』
の
時
代
へ
と
突
入
し
ま
し
た
。
体
制
の
変
更
と

元
号
の
変
更
で
よ
り
新
た
な
気
持
ち
で
、
社
協
職
員

一
同
、
住
民
の
皆
様
と
と
も
に
地
域
福
祉
の
発
展
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

因
み
に
、
こ
の
編
集
後
記
を
書
い
て
る
担
当
は
平
成

生
ま
れ
で
す
の
で
、初
め
て
の
元
号
変
更
と
な
り
ま
す
。

今
ま
で
は
元
号
＝
平
成
で
し
た
の
で
、
新
た
な
元
号
に

慣
れ
る
ま
で
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
…
。

●高齢者センター 一般開放日
	　毎月第 2・第 4日曜日（事前予約不要・無料）

●団体事業
	　6 ／ 6	 栄村老人クラブ連合会総会 栄村金婚式
	 	 （栄村役場 かたくりホール）
	 7 ／ 9	 第 40 回 栄村長杯ゲートボール大会
	 	 （栄村 農村広場）

●その他
　5／ 26	 登録ヘルパー説明会
	 	 （高齢者総合福祉センター）
　6／ 15	 北信障がい者スポーツ大会
	 	 （飯山市　長峰スポーツ公園）

ボランティア活動の拠点にボランティア活動の拠点に
　前号でも少し触れたとおり、栄村社協に
おける『ボランティアセンター』には 2 つ
の意味があります。栄村社協で場所を指し
て言う場合は、森地区にあるボランティア
活動センターのことを意味します。これは
昔の診療所の先生の住居であったことから

『旧医師住宅』とも呼ばれており、現在で
もこの呼称が使われております。栄村にお
越しになるボランティアの皆様の活動拠点
として活用しており、元が住居であったこ
とからお風呂やトイレ、休憩室などもあり、
連日の活動にも対応できます。
　今後も様々な地域福祉活動に活用してい
きたいと考えています。

村役場から駅へ行く道村役場から駅へ行く道
を挟んで反対側にあるを挟んで反対側にある
建物が『ボランティア建物が『ボランティア
活動センター』です。活動センター』です。
各種ボランティアの活各種ボランティアの活
動拠点として利用する動拠点として利用する
ほか、奇数月に開催さほか、奇数月に開催さ
れる心配ごと相談会もれる心配ごと相談会も
ここで行っております。ここで行っております。

リビングルームには各リビングルームには各
種調理器具等も揃えて種調理器具等も揃えて
ありますので、長時間ありますので、長時間
や連日の活動も可能でや連日の活動も可能で
す。ボランティアセンす。ボランティアセン
ターを利用していただターを利用していただ
くことで、村民の皆様くことで、村民の皆様
のニーズに合った活動のニーズに合った活動
が可能となっています。が可能となっています。


